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Ⅵ-02 売仕残高一覧 
 

売仕残高一覧の役割 

委託先(取引先区分が 1)の現在の締め間の出荷数(額)、売上数(額)、返却数(額)、在庫数(額)及び、返却依頼日を 

一覧で表示します。 

 

処理画面 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

担当者を選択 締日を選択 
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操作方法 

1. 担当者 

抽出する担当者をチェックします。 

※全てチェック無しの場合は、全選択と同じ扱いになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 年月締日 

現在の締め間の締日がリスト表示されますので、抽出する締日を指定します。 

※初期表示は全てチェック有りの状態です。 

 

処理月が 2020/10 で 31 日締めの場合、締め処理前は「2020 年 10 月 31 日」 

締め処理後は「2020 年 11 月 31 日」となります。 

また、2 回締めの場合は 1回目の締め処理前は 1回目締日、1 回目の締め処理後は 2回目の締日となります。 

 

 

 

 

 

3. 集計 

集計ボタン押下にて、集計結果が表示されます。 

 

指定した担当者、締日に該当する取引先区分が「 １ 」の得意先を対象として明細を抽出します。 

担当者は得意先マスターにて設定されている担当者となります。 

年月締日にて指定した締日に、現在の締め間が該当する得意先が対象となります。 

 

 例：31 日締めの得意先 A 社 B社があり、A 社は締め処理済みの場合 

   「2020 年 10 月 31 日」を指定した場合は B社が対象 

   「2020 年 11 月 31 日」を指定した場合は A社が対象となります。 

 

  対象の得意先の現在の締め間に該当する移動明細、SHOP 売上明細、返品明細を取得し、集計します。 

  在庫は締日時点の現在庫を取得します。 

  取得した内容を得意先コード順に表示します。 

 

リストがフォーカス時はリストが拡張され、 

フォーカスが外れると元のサイズに戻ります。 
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【明細部】 

得意先コード ：本店コード＋「－」＋支店コードで表示されます。 

得意先名 ：得意先マスターの得意先名が表示されます。 

締日 ：得意先マスターの締日が表示されます。 

  2 回締めの場合は現締め間の締日です。 

繰越数 ：現在の締め間の開始時点の在庫数(得意先合計) 

繰越金額 ：現在の締め間の開始時点の在庫金額(得意先合計) 

投入数 ：現在の締め間に該当する移動明細の出荷数の得意先合計を表示します。 

  売上(買取出荷)分は含まれません。 

投入金額 ：現在の締め間に該当する移動明細の出荷金額(下代)の得意先合計を表示します。 

  売上(買取出荷)分は含まれません。 

売上数 ：現在の締め間に該当する SHOP 売上明細の売上数の得意先合計を表示します。 

売上金額 ：現在の締め間に該当する SHOP 売上明細の売上金額(下代)の得意先合計を表示します。 

返却数 ：現在の締め間に該当する移動返品明細の出荷数の得意先合計を表示します。 

  売上返品分は含まれません。 

返却金額 ：現在の締め間に該当する移動返品明細の出荷金額(下代)の得意先合計を表示します。 

  売上返品分は含まれません。 

在庫数 ：締め日時点の現在庫数の得意先合計を表示します 

在庫金額 ：在庫数×(商品マスター上代×得意先マスター掛率(掛率マスター設定も考慮)÷100)の 

 得意先合計を表示します。 

返却依頼日 ：該当得意先に、最後に返却依頼書を発行した日付を表示します。 

 

4. 印刷 

  印刷ボタン押下にて、印刷プレビューが出力されます。 

 

5. 終了 

  終了ボタン押下にて、オプション処理にもどります。 

集計結果 


